
2020 年度動物の行動と管理学会 総会報告 
 
新型コロナウィルス感染症（COVID-19）の拡大予防の観点から、対面形式による総会の開催

は望ましくないと判断し、2020 年度「動物の行動と管理学会」総会をメールにて開催した。 
 
1） 2019 年度活動報告について、以下のように承認した。 

①  理事会（メール審議含む）、総会、研究発表会（会場：麻布大学）を開催した。 
②  2 名の会員（うち 1 名は辞退）に対して国際学会参加助成を行った。 
③  新学会の Web サイト、Facebook を立ち上げ、随時、情報を更新した。 
④  ニュースレターを 3 回、発行した。 
⑤  学会誌「Animal Behaviour and Management」の 55 巻として、4 号（183 頁）を発行

した。2019 年度の掲載論文数は、総説 1 編、原著論文 7 編、短報 1 編、資料 1 編で

あった。 
⑥  14 名の入会者があり、2020 年 3 月 1 日現在の会員数は 264 名となった。 
⑦  2019 年度一般会計決算、2019 年度特別会計決算、2019 年度会計監査報告 

 
2） 2020 年度事業計画について、以下のように承認した。 

① 理事会、総会、研究発表会およびシンポジウムの開催 
� 2020 年 9 月 14–18 日に酪農学園大学において現地検討会、研究発表会、会員向け

および一般公開シンポジウム、理事会・臨時総会ならびに夏の学校の開催を承認

した。しかしながら、総会後に新型コロナウィルス感染症が拡大し，将来的な動

向が不透明で準備に支障をきたすことから、その後の理事会においてこれらの計

画を延期することとした。 
② 国際連携、学会誌およびニュースレター、広報 
� 国際応用動物行動学会派遣等基金による ISAE2020 への参加助成を実施する。しか

し、新型コロナウィルス感染拡大を受け、ISAE2020 が 1 年延期されたため、本年

度の ISAE 参加助成を取りやめた。なお、国際学会参加助成（口頭発表者向け）は

引き続き、募集することとした。 
� 学会誌「Animal Behaviour and Management 第 56 巻」を 4 号発行する。このうち，

第 1 号と第 3 号については冊子体での印刷も予定する。 
� 会員相互の親睦を図ることを目的として年 3 回(5 月、10 月、1 月)を目標にニュー

スレターを発行する。 
③  2020 年度一般会計予算，2020 年度特別会計予算 



 

 

 



  

  

 

 

 



6） その他 
� 青山副会長から 2021 年度大会は、4 学会（日本比較生理生化学会・日本動物心理学会・

日本動物行動学会・動物の行動と管理学会）連携大会とする提案があり、承認した。 
� なお、a）日程は 2021 年 10 月 29 日（金）から 31 日（日）までの 3 日間とし、会場は北

海道大学とすること、b）4 学会の連携大会として、会場と日程を共有するが、総会・発

表スタイル・受付は各学会のルールに従って進めること、c）プログラムを調整し時間割

の共通化によって相互参加の利便をはかるが、原則的に 4 学会の企画を同時並行に走ら

せること、d）参加費は 5,000円、懇親会費を 5,000円（いずれも一般、事前登録者）の

ように共通化し、学生（院生）の参加費を安くするが、その金額は今後検討すること、

および学部学生の参加費は無料とするとの提案もあり、いずれも承認した。 
 


